バス

僕は、隣の犬があんまりうるさく吠えるモノだから、目を覚ました。
先ず、時計を見た。午前二時だった。

いやに目が冴えていたので、僕は「起きようか。」と思い、コーヒーをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つ),注)ぎに台所まで行った。

コップにインスタントコーヒーを入れて部屋に帰って来て、それをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こたつ),炬燵)の上において、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こたつ),炬燵)のスイッチを入れた。

僕は上着を着て、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こたつ),炬燵)に足を突っ込んで、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅうたん),絨毯)の上に横になって、目をつむった。

うとうとしようと思うと、犬がワンワンとうるさく吠える。

僕は、「散歩をしよう。」と思い、家の外に出た。

庭に出ると、バケツの水が薄い氷を作っていた。

「雪が降るのではないか？」と思うほど寒かった。

よく晴れた空に、月が一人きりで輝いていた。

犬が元気よく吠えていた。

とりあえず僕は、コンビニまで歩いた。

道の脇に小さな畑があって、そこに風見鶏が三本立っていた。

風も無いのに羽が、勢いよくキイキイと音を立てて回っていた。僕は最初、何故、回っているのか分らなくて、すごく不気味に思えた。

近所のおじさんが、「夜になると、鹿や猪が山から下りてきて、ここいらの畑の作物を食い荒らす。」と言っていたのを思い出して、僕は、「あの風見鶏は、害獣を追い払うため、電動で回しているのかもしれないな。」と思った。
少し歩くと、バス停にバスが止まっていた。車内灯は消えていて、僕は、「回送かな？でも、何でこんな所に停めてあるんだ？」と、思った。

バスの横まで歩いた時、いきなりバスの電灯が灯って、「ブルルン」とエンジンがかかり、乗車口のドアが開いた。僕の吐息が白い湯気になって、口から出てた。
運転席に座っていた、青い制服を着た細身の運転手が、僕の方を見て「乗りますか？」と、声を掛けた。
僕は、もちろん警戒した。何かの、犯罪の匂いがしたからだ。しかし僕は、「どこへ行くのですか？」と聞いた。
後ろから、「チリンチリン」と、自転車のベルの音が鳴った。

肩まで髪の有る、眼の大きな女の子が、僕の後ろで自転車を止めた。

女の子は僕に、「さあ乗ろう。君に、会わせたい人がいる。」と言った。僕は女の子に、「拉致する気かい？」と尋ねた。
女の子はバスに乗り込み、僕に手招きした。

僕は、バスに乗り込んだ。
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